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１．はじめに 

 あいづちは、話し手が発話権を保持する状態で、聞き手が産出する表現形式であり、相

手の話をきいていることを示すシグナルである。本稿では、狭義のあいづち表現（非言語

形式を含まない）を対象に、日本語の地図課題対話の転記テキストを基にして、音声やピ

ッチ等の情報を部分的に追加転記し、ムーブ(move) による構造（Carletta et al.: 1997）を

利用した機能分析をおこなう。このコーディングに従うと、あいづち表現は、典型的に認

定(acknowledge)として一様に表記される傾向があることがわかる。この認定ムーブと他の

ムーブとのつながりを分析することで、発話連鎖のプロセスや相互行為の質的な違いを記

述することが可能となる。その結果、あいづち表現が、どんなパターンの発話連鎖で出現

し、対話進行においてどのような聞き手役割を演じているのかについて一定のパターンを

明らかにすることができるのではないかと考えられる。本論では、先行研究の概観と対話

データの概要および分析方法を示し、予備的な分析結果と分析例を示して、考察する。 

 

２．あいづち表現の形式と機能   

あいづち表現とは、「話し手が発話権を行使している間に聞き手が送る短い表現」(メイナ

ード 1993：58）という定義を採用する。いわゆるあいづち詞として認定される言語形式は

多様であり、「入出力制御系感動詞」として分類される（田窪・金水 1997）。英語、日本語、

中国語のあいづち表現を比較した Clancy et al. (1996)では、‘reactive token’という用語を導入

し、backchannel を超えて表現形式を拡張し、backchannels、reactive expressions、collaborative 

finishes、repetitions、resumptive openers の 5 つのタイプに分類した。それぞれの頻度と会話

分析的手法により分析し、発話連鎖におけるあいづち表現の役割を検討している。1 この分

類を参照し、吉田・高梨・伝（2009）におけるあいづち表現の認定基準および出現位置と

形態の問題についての議論に基づき、Den et al.(2012)では、response tokens と名付けたあい

づち表現について 2 段階のアノテーションを設定し、形態と直前の発話との関係性を分析、

さらにあいづち表現を誘引する話し手の発話情報にも注目した。ここでの形式的分類は６

タイプ（Responsive interjections, Expressive interjections, Lexical reactive expressions, Evaluative 

expressions, (Partial) repetitions, (Collaborative) completion）である。あいづち表現として利用

される形式のうち、両者に共通している形式を含めると共に、本研究で扱う対話データが

                                                  
†tantan@human.mie-u.ac.jp 
1 Gardner(2001)はこの分類を詳細に検討し、大浜・西村(2005)は日英それぞれの形式的分類について批判

的な解説を加えている。 
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課題対話であることから、出現しにくいと考えられる形式を除き、以下の 4 つの形式を原

則として採用する。なお、非言語形式のあいづち（うなずきや笑い）は含めない： 

 
（１）「うん」「はい」「へえ」「そう」などのあいづち詞2 および語彙的応答 
（２）繰り返し（話し手の語句を反復する。部分反復を含む） 
（３）言い換え（別の表現に言い換える） 
（４）先取り発話（話し手の後続発話を、聞き手が先取って完結させる） 

 

 あいづち表現は、対話における分析の単位である発話の認定によっては、単位にも、発

話断片（牧本、柏岡、キャンベル 2007; 伝ほか 2008）にも生起する。聞き手ターンとして

独立している場合と話し手がターンを取っている間に重複して生起する場合もある。3 

 いずれにしても、あいづち表現は「聞き手行動」として位置づけられ、2 つのタイプの関

連性について分析する。 話し手への反応としての「聞き手的行動タイプ」と局所的に話し

手役割を担う「話し手的行動タイプ」があると考えられる（伝 2009）4。課題遂行対話には

達成すべき明確な対話目的があり、役割分担が明らかであるとはいえ、自然な発話に見ら

れるのと類似の現象が認められ、特徴的なパターンを認めた上で、一般化することは可能

であろう。  

     

3．対話データ 

3.1 対話データの概要 

 対話データとしては、地図課題対話による日本語と英語のパラレルコーパス各８対話が

用意されているが、本稿では日本語 1 対話分について予備分析をおこなった。地図課題は 2

人の実験参加者により共同で達成される課題である。2 人の実験参加者に課される課題は、

相手の地図が見えないように向かい合い、お互いに会話を交わしながら、情報提供者

(information giver: 以下 G と記載)の地図上の経路を情報追随者(information follower: 以下 F

と記載)の地図上に再現することである。なお、G の地図には経路以外に出発地点と目標地

点、そしていくつかの目標物が描かれている。一方、F の地図には、出発地点と目標物だけ

が描かれており、目標地点と経路は描かれていない。2 つの地図は完全に同一ではなく、そ

の違いについては課題の遂行過程で解決すべき問題の 1 つとされる（詳細については吉田

2002 を参照）。 

 

3.2 分析方法 

 この課題では話し手と聞き手の役割がかなり明確に区別されており、G を中心に対話が進

行することが予測される。このため、聞き手の役割は G の情報を理解し、その進行を助け、

自分の課題を達成することが期待される。課題の達成は両者にとっての対話目的であり、

必要な情報は相互にやりとりされ、共有される。 

                                                  
2 話し手の後続発話を、聞き手があいづちで先取るような先取りあいづちもここに含める。ただし、「うん

うん」という繰り返しは一回のあいづちとみなす。 
3 グラウンディング（基盤化）の形成において、あいづちの役割は、「対話の中で交換される情報が、対話

参加者の間で共有されていく相互理解の形成過程」と みなされ、あいづちや繰り返しなどの対話調整機能

の役割と機能が議論されている（Pickering and Garrod 2004)。 
4 あいづち表現による聞き手ターンは、発話権を取得しているとはみなさないので、あいづちの拡張とし

てとらえて差し支えないと考える。 
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 今回、二つの分析方法でおこなう。まず、G と F それぞれの相互行為である「あいづち

表現」について、2 で示したような 4 つの形式で分類する。次に、こうしたあいづち表現を

介した語り手と聞き手とのやりとりがどのような交換パターンをとるかを観察するために、

機能的側面をムーブ(moves)の連鎖から考察する。発話機能を分析する方法として、対話の

ムーブ構造（Sinclair and Coulthard 1975、Sinclair and Coulthard 1992、石崎、伝 2001）を基盤

とし、とくに、地図課題対話に特化した発話機能タグとして考案されたアノテーションで

あるムーブを考案したコーディングを利用する(Carletta et al.: 1997)。ムーブとは対話の局所

的な構造をとらえ、ターンの下位分類として位置づけられる。ムーブには発話単位として

統一された単位はなく、相互行為の基本的なユニットである conversational games を支える

下位分類である。地図課題対話の場合、ムーブは initiation, response, preparation の 3 つのカ

テゴリーに分類され、以下のようにさらに下位分類される(Carletta et al.: 1997)：  

 
The initiation moves（開始）の分類： 
(1) Instruct move：指示 
(2) Explain move：説明 
(3) Align move：次の発話に移ってよいか、説明に同意しているかを確認する質問  
(4) Check move：発話内容や情報について確認する質問  
(5) Query-yn move：yes / no が答えになる質問 （yes, no が省略されていてもよい） 
(6) Query-w move：wh で始まる質問 
 
The response move（応答）の分類： 
(7) Acknowledge move：理解したことを示す返答 
(8) Reply-y move：yes / no の質問に対する yes の返答 
(9) Reply-n move：yes / no の質問に対する no の返答 
(10) Reply-w move：yes /no の質問以外の質問に対する返答 
(11) Clarify move：ある種の質問に対する返答 
The preparation move（準備）の分類： 
(12) Ready move：dialogue game が終わり次の dialogue game の始まりを告げるもの 
 

このうち、あいづちに関与するムーブは（7）の認定ムーブに該当する。このムーブは An 

ACKNOWLEDGE move is a verbal response which minimally shows that the speaker has heard the 

move to which it responds, and often also demonstrates that the move was understood and 

accepted.’(Carletta et al.: 1997)と定義され、次のような英語の事例が示されている。 
 

(1) G: Ehm. If you  … you’re heading southwards. (Instruct) 
    F: Mmhmm.                (Acknowledge) 

 
 (2) G: Do you have a stone circle at the bottom? (Query-yn) 
    F: No.                                (Reply-n) 
    G: No, you don’t.                   (Acknowledge) 

 

(1) は指示に対する認定、(2)は否定の返答に対する認定および補足（Follow-up）とみなさ

れる。こうした認定ムーブは、いずれもあいづち表現としてみなすことができ、日本語

においても観察される。 

 

４．分析結果 

 まず、図１のように対話参与者別のあいづち表現の分布を見てみる。予想通り、F のあい

づち表現が優勢であり、G のあいづち表現は全体の 4 分の 1 にとどまっている。表現の多様

437



 

さの点からも F は、40 例の繰り返しを使用し、言い換えと先取り発話を各 4 例使用してい

る。  

 

 

図 1 対話参与者別のあいづち表現の分布 

 

すでに述べたように、G と F の聞き手役割の比重から見れば、あいづち表現が F に多用さ

れていることは当然の結果であるといえる。あいづち表現を実現する発話機能が認定ムー

ブであることは 3.2 で確認した。では、こうした認定ムーブはどんな発話連鎖において現れ

てくるのだろうか。F のあいづち表現はどんな先行発話のあとに出現し、どんなムーブの連

鎖が認められるだろうか。関連して、G のあいづち表現はターンの交替とかかわるのか、そ

の場合どんなムーブの連鎖が認められるだろうか。以下の分析例を見てみよう。5 
 
(3) 
G:ここからあ<400+>ん<400+>もうすこしまだしたにいくんですけどお: ,+ (Instruct) 
F:+はい            (Acknowledge) 
  G:まっすぐう<230>じゃなくて<400+>ちょっとだ<290>けかーぶするような 
 さっ*きからつずいていくと: ,             (Explain) 
 F:  *ん<400+>ん       (Acknowledge) 
 G:ゆるやかなえすじ*みたいになるぐらい: ,    (Explain) 
 F:                *んっ     (Acknowledge) 
 G:*えすまではいかないですけど: ,+    (Explain) 
 F:*はい<400+>+はい      (Acknowledge) 
 G:まっすぐじゃなく<400+>ちょっとだけかーぶしているかんじで: ,+ (Explain) 
 F:+はい       (Acknowledge) 
 G:もうすこししたのほうまで     (Explain) 
F:っとこれはあのすたーとちてんからそのー<310>*つぎにいく (Check)  
G:                      *はい  (Acknowledge) 
 F:ところまで: ,       (Check) 
 G:はい       (Acknowledge) 
 F:あのせいかくにるーとをあのかかなかきゃいけないんですか<400+> (Check) 
 あの<400+>せん<400+>あ<400+>で: ,わたしがはじめにいたところは: , (Explain) 
G:はい        (Acknowledge) 
 F:んっこれ<400+>おんなじですよねかいてあるえは  (Check) 
 G:*は: , 

                                                  
5 コーパスの転記テキストは、千葉大学で開発された書き起こしツールにより作成されている。各発話単

位は時間情報を利用して 400 ミリ秒以上のポーズにより区切られているが、紙面の都合上、この間を<400+>

と記す。（2）の例のように<xxx>で示される数値は 400 ミリ秒未満のポーズの長さである。ムーブ認定でき

ない部分は空欄としている。 
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 F:*どちらもち*ず      (Explain) 
 G:           *ちがうー{*ざっし[?]}    (Explain) 
 F:                     *ちがう?    (Acknowledge) 
  F:           えすじで<330>*なんか  (Explain) 
 G:             *えすえすまでいかないんですけ*ど: ,  (Explain) 
 F:                            *んっうん<400+>えっつぎに<300>せ   
  んをひくところまで: ,      (Explain) 
 G:はい+       (Acknowledge) 
F:+なんか<400+>つりばしみたいに<400+>なってます: ?  (Check) 
 G:あっつりばしは: ,*そのすたーとちてんからみたら: ,*あ  (Explain) 
F:                *はい<400+>           *はい  (Acknowledge) 
F:*ひだりっかわですよ*ね     (Acknowledge) 
 G:*ほく<400+>    *ほくせい?<400+>ですよ   (Explain) 
 

G は指示ムーブで導入し、説明ムーブに移行する一方、F はあいづち詞による認定ムーブの

やりとりが続く(「指示/説明―認定」)が、この連鎖がとぎれるのは、F の確認ムーブが始ま

るところである。G はこれにあいづち詞で応え、「確認―認定」の連鎖がある。F はこの後、

説明ムーブに切り替え、G とのやりとり（「説明―認定」)の後、確認ムーブを取り、G は説

明ムーブに戻る（「確認―説明」)。その後、F はあいづち詞と先取り発話「ひだりっかわで

すよね」による認定ムーブに戻る(「説明―認定」)。 

 このように、F は確認ムーブをきっかけとして説明ムーブに移行し、局所的な話し手行動

を取っている。その間、G は説明を中断し、あいづちによる認定ムーブを取り、局所的な聞

き手の役割を演じている。指示ムーブや説明ムーブが先行する場合、その反応としてあい

づちを誘う認定ムーブが出現しやすい。こうした連鎖は、対話が進行している印象を与え

ている。一方で、確認ムーブは、説明ムーブを要求すると同時に、話者交替のきっかけと

して機能することも示唆された。この連鎖には、問題の所在を確認し、修復を試み、解決

に向かおうという流れが認められる。そして、説明ムーブに納得できた時点で、認定ムー

ブが出現することになるだろう。 

 

５．まとめ 

 本稿では、典型的に認定(acknowledge)ムーブとして表記されるあいづち表現について分

類し、その発話機能について予備的な分析をおこない、他のムーブとの連鎖において考察

した。ムーブの移行や、対話の進行や修復にかかわる発話連鎖のプロセスがなんらかの相

互行為のパターンを成していることが垣間見えてきた。しかしながら、ムーブの認定自体

が、形式だけで割り切れるものではなく、正確な分析にはより詳細な発話情報が必要であ

る(指示と説明の区別)。異なるタイプのあいづち表現が、どんなパターンの発話連鎖で出現

し、対話進行においてどのような聞き手役割を演じているのかについては、こうした発話

情報なしには明らかにすることはできないだろう。転記方法とデータの解釈の問題も未解

決であり、今後の課題としたい。 
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